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け
て
大
破
、
着
底
状
態
で
終
戦
を
迎
え
て
い
る
。 

特
殊
潜
航
艇｢

甲
標
的｣

の
思
い
出 

広
島
県 

 

大
久
保 

 
 

巧 
 

 

 

私
は
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
五
月
一
日
、
呉
海
兵

団
・
大
竹
に
入
団
、
三
カ
月
の
機
関
科
教
育
を
受
け
空
母

「
瑞
鶴
」
に
乗
組
み
と
な
り
ま
し
た
。 

空
母
「
瑞
鶴
」
は
昭
和
十
六
年
九
月
に
竣
工
し
た
新
鋭

空
母
で
、
竣
工
と
同
時
に
真
珠
湾
攻
撃
に
出
撃
、
昭
和
十

七
年
前
半
は
イ
ン
ド
洋
作
戦
、
続
い
て
珊
瑚
海
海
戦
に
参

加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
珊
瑚
海
海
戦
で
は
僚
艦
「
翔
鶴
」

は
米
艦
載
機
の
雷
撃
爆
撃
を
受
け
て
飛
行
甲
板
な
ど
が
破

損
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
昭
和
十
七
年
七
月
機
動
部
隊
と
し
て
第
三
艦
隊

が
編
成
さ
れ
、
「
瑞
鶴
」
は
他
の
空
母
と
共
に
第
一
航
空
戦

隊
を
編
成
、
私
が
乗
艦
し
た
こ
ろ
は
第
二
次
ソ
ロ
モ
ン
海

戦
を
控
え
て
い
た
時
期
で
し
た
。 

そ
の
海
戦
を
終
え
て
ト
ラ
ッ
ク
島
に
帰
港
し
た
の
は
翌

年
一
月
、
そ
の
後
私
は
横
須
賀
海
軍
工
機
学
校
（
電
気
術
）、
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大
竹
潜
水
学
校
（
蓄
電
池
）
な
ど
を
卒
業
し
ま
し
た
。 

大
竹
の
潜
水
学
校
で
は
流
行
性
脳
脊
髄
膜
炎
に
罹
り
呉

海
軍
病
院
に
入
院
し
ま
し
た
が
、
家
へ
は
危
篤
の
電
報
が

ゆ
く
、
病
室
が
隔
離
さ
れ
、
ド
ア
を
開
け
る
と
そ
こ
に
は

棺
桶
が
置
か
れ
て
い
る
、
な
ど
ひ
と
騒
ぎ
が
あ
り
ま
し
た
。

三
カ
月
入
院
し
て
良
く
な
り
、
補
充
兵
と
し
て
呉
の
海
兵

団
に
一
カ
月
半
ぐ
ら
い
い
ま
す
と
、
分
隊
長
か
ら｢

転
勤
命

令
が
出
て
い
る
。
し
か
も
鎮
守
府
長
官
名
で
出
て
い
る｣

と
い
う
こ
と
で
、
良
く
聞
き
ま
す
と
、
第
六
艦
隊
司
令
部

付
山
田
事
務
所
へ
転
勤
命
令
で
し
た
。 

そ
し
て
行
く
先
は
工
廠
で
聞
い
て
み
ろ
、
と
い
う
の
で

潜
水
艦
部
へ
行
き
、
桟
橋
で
待
っ
て
い
ま
す
と
内
火
艇
で

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
か
く
し
て
私
の
特
殊
潜
航
艇
「
甲
標

的
」
で
の
訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

そ
の
前
に
日
本
の
特
殊
潜
航
艇
の
開
発
の
経
過
を
少
し

申
し
上
げ
ま
す
。
古
く
は
昭
和
六
年
、
日
本
独
自
の
兵
器
・

戦
法
を
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
気
運
の
中
で
、
艦
政
本
部

第
一
部
第
二
課
を
中
心
に
多
く
の
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
「
魚
雷
肉
攻
案
」
と
い
う
案

が
海
軍
予
備
大
佐
横
尾
敬
義
氏
よ
り
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
魚
雷
を
人
間
が
抱
い
て
敵
艦
に
必
中
を
期
す
る
と

い
う
も
の
で
、
前
記
艦
政
本
部
で
は
興
味
を
示
し
、
文
献

等
の
実
例
等
の
調
査
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
日
本
海
軍
の
伝
統
で
は
必
死
兵
器
の
採
用
は
出

来
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
い
っ
そ
の
こ
と
、
魚
雷
搭
載

の
潜
航
艇
を
操
縦
し
、
安
全
圏
内
で
魚
雷
を
発
射
す
る
と

い
う
発
想
に
転
換
を
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

艦
政
本
部
第
一
部
第
二
課
長
に
就
任
し
た
第
一
水
雷
戦

隊
旗
艦
巡
洋
艦
「
川
内
」
の
艦
長
を
勤
め
て
い
た
岸
本
鹿

子
治
大
佐
は
、
そ
の
潜
航
艇
の
開
発
に
取
り
掛
か
り
、
翌

七
年
、
一
応
の
設
計
が
出
来
上
が
り
、
模
型
実
験
が
航
空

廠
の
水
槽
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
ま
ず
の
実
験
結
果
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
結
果
を
基
に
朝

熊
中
佐
が
設
計
を
練
り
直
し
、
上
申
途
中
で
握
り
つ
ぶ
さ

れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
当
時
の
軍
令
部
総
長
伏
見
宮

博
恭
王
元
帥
に
直
訴
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
経
過
し
て
、
幾
つ
か
の
試
作
艇
が

作
ら
れ
、
第
二
次
試
作
艇
の
実
験
が
行
わ
れ
た
昭
和
十
五
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年
八
月
の
二
カ
月
後
に
、
正
式
採
用
前
に
十
基
（
第
三
～

第
十
二
号
艇
）
の
製
造
の
訓
令
が
出
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。 

当
時
、
母
艦
一
隻
の
搭
載
は
十
二
基
で
し
た
の
で
、
す

ぐ
に
母
艦
二
隻
分
の
二
十
四
基
の
製
造
に
訓
令
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
五
日
、
こ
の

特
殊
潜
航
艇
は
兵
器
と
し
て
正
式
採
用
と
な
り
、｢

甲
標

的｣

と
命
名
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。 

こ
の
「
甲
標
的
」
の
製
造
・
量
産
は
急
が
れ
ま
し
た
が
、

呉
海
軍
工
廠
で
は
戦
艦
「
大
和
」
の
建
造
途
中
で
あ
り
、

同
工
廠
の
使
用
は
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
「
離
れ
小
島
量

産
案
」
に
よ
り
、
鳥
小
島
の
水
雷
部
軍
機
工
場
で
量
産
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

並
行
し
て
搭
乗
員
の
養
成
も
急
が
れ
、
同
時
に
第
一
期

講
習
が
発
令
さ
れ
、
同
日
付
で
最
初
の
搭
乗
員
と
し
て
岩

佐
直
治
中
尉
と
秋
枝
三
郎
少
尉
が
甲
標
的
母
艦
「
千
代
田
」

の
乗
組
を
命
ぜ
ら
れ
、
工
廠
の
魚
雷
実
験
室
で
座
学
と
操

縦
訓
練
と
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
十
六
年
一
月
十
日
に
改
装
を
終
え
た
甲
標
的
母
艦

「
千
代
田
」
は
艦
隊
に
編
入
さ
れ
、
艦
長
原
田
覚
大
佐
は
、

こ
の
訓
練
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
、
二
月
よ
り
発
進
訓
練

な
ど
の
猛
訓
練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

四
月
に
は
第
二
期
講
習
員
と
し
て
士
官
十
人
、
下
士
官

十
二
人
が
「
千
代
田
」
に
着
任
、
呉
海
軍
航
空
隊
沖
合
の

鳥
小
島
を
基
地
と
し
て
座
学
、
机
上
演
習
が
工
廠
の
魚
雷

実
験
部
機
密
室
、
呉
海
軍
潜
水
学
校
で
も
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
五
月
よ
り
曳
船
「
呉
丸
」
に
よ

る
操
縦
訓
練
、
「
甲
標
的
」
の
操
縦
訓
練
が
愛
媛
県
三
机
湾

で
始
ま
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
訓
練
と
講
習
、
洋
上
襲
撃
訓
練
な
ど
が
行
わ

れ
て
き
た
の
で
す
が
、
九
月
に
「
甲
標
的
」
の
海
中
か
ら

揚
収
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
「
甲
標
的
港
湾
襲
撃
案
」
が

浮
上
し
、
山
本
連
合
艦
隊
司
令
長
官
は
真
珠
湾
攻
撃
に
使

用
す
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

す
で
に
「
甲
標
的
」
の
搭
乗
員
は
、
宿
毛
湾
北
方
の
平

城
湾
で
夜
間
碇
泊
艦
攻
撃
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、
連
合
艦

隊
旗
艦
「
長
門
」
艦
上
で
は
真
珠
湾
攻
撃
の
図
上
演
習
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

一
方
「
甲
標
的
」
の
制
式
採
用
と
量
産
の
た
め
倉
橋
島
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の
広
湾
に
面
す
る
大
浦
崎
に
「
Ｐ
基
地
」
と
称
さ
れ
た
量

産
・
整
備
・
訓
練
の
基
地
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。 

実
際
に
は
「
Ｐ
基
地
」
で
の
量
産
が
開
始
さ
れ
た
の
は

昭
和
十
七
年
の
秋
か
ら
で
し
た
。
「
甲
標
的
」
の
量
産
は
、

第
二
十
号
艇
ま
で
は
鳥
小
島
の
水
雷
部
軍
機
工
場
で
行
わ

れ
、
そ
れ
以
降
は
「
Ｐ
基
地
」
で
の
量
産
が
開
始
さ
れ
、

こ
の
「
Ｐ
基
地
」
で
は
搭
乗
員
の
教
育
・
訓
練
も
行
わ
れ
、

大
浦
崎
南
方
の
亀
ヶ
首
射
場
を
含
む
大
迫
地
区
に
は
、
水

陸
両
用
戦
車
「
特
二
式
内
火
艇
」
の
「
Ｑ
基
地
」
が
新
設

さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
倉
橋
島
東
部
一
帯
は
海
軍
秘
密
基
地

と
な
っ
た
の
で
す
。 

昭
和
十
九
年
七
月
、
今
ま
で
影
の
部
隊
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
「
特
潜
部
隊
」
は
「
第
一
特
別
基
地
隊
」
と
し
て

改
編
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
特
攻
作
戦
が
開
始
さ
れ
た
レ

イ
テ
沖
海
戦
で
水
上
艦
艇
部
隊
が
壊
滅
し
た
た
め
に
、
特

潜
部
隊
は
主
力
部
隊
と
し
て
整
備
さ
れ
、
本
土
決
戦
用
に

温
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
た
だ
沖
縄
に
は
制

式
兵
器
に
制
定
以
前
の
「
甲
標
的
丁
型
」
が
整
備
さ
れ
、

沖
縄
決
戦
に
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
甲
標
的
」
の
初
陣
は
ハ
ワ
イ
作
戦
で
す
。
ハ
ワ
イ
作

戦
が
終
わ
り
、
早
く
も
シ
ド
ニ
ー
、
デ
ィ
エ
ゴ
ス
ア
レ
ス

へ
の
第
二
次
攻
撃
隊
が
検
討
さ
れ
初
め
、
昭
和
十
七
年
に

は
、
こ
の
攻
撃
に
参
加
す
る
「
甲
標
的
」
九
機
が
空
圧
式

よ
り
油
圧
式
燥
舵
機
に
改
良
さ
れ
、
下
部
ハ
ッ
チ
と
水
中

聴
音
機
を
追
加
し
、
新
型
の
防
潜
網
切
断
機
が
新
設
さ
れ

て
い
ま
す
。 

実
際
に
搭
乗
員
は
艇
長
の
ほ
か
船
員
四
人
の
五
人
で
、

こ
の
組
合
わ
せ
を
我
々
は
「
縁
組
」
と
称
し
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
直
井
時
雄
海
軍
中
尉
を
艇
長
と
す
る
第
六
〇
五

号
艇
の
一
員
と
し
て
縁
組
さ
れ
、
寝
食
を
共
に
し
ま
し
た
。 

艇
は
玉
野
の
三
井
造
船
所
で
艤
装
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
造
船
所
の
一
隅
が
仕
切
ら
れ
て
特
に
標
的
の
建
造

に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
艇
員
た
ち
五
人
で
行
き
ま

す
と
す
で
に
整
備
員
の
手
に
よ
り
外
郭
は
出
来
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
宿
舎
は
高
級
社
員
用
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う

か
、
り
っ
ぱ
な
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
豪
華
な
部
屋
が
与
え
ら

れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
艤
装
の
建
物
へ
入
る
に
は
軍
令

部
の
許
可
証
が
必
要
で
、
出
入
口
は
四
十
セ
ン
チ
幅
ほ
ど
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年
八
月
の
二
カ
月
後
に
、
正
式
採
用
前
に
十
基
（
第
三
～

第
十
二
号
艇
）
の
製
造
の
訓
令
が
出
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。 

当
時
、
母
艦
一
隻
の
搭
載
は
十
二
基
で
し
た
の
で
、
す

ぐ
に
母
艦
二
隻
分
の
二
十
四
基
の
製
造
に
訓
令
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
五
日
、
こ
の

特
殊
潜
航
艇
は
兵
器
と
し
て
正
式
採
用
と
な
り
、｢

甲
標

的｣

と
命
名
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。 

こ
の
「
甲
標
的
」
の
製
造
・
量
産
は
急
が
れ
ま
し
た
が
、

呉
海
軍
工
廠
で
は
戦
艦
「
大
和
」
の
建
造
途
中
で
あ
り
、

同
工
廠
の
使
用
は
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
「
離
れ
小
島
量

産
案
」
に
よ
り
、
鳥
小
島
の
水
雷
部
軍
機
工
場
で
量
産
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

並
行
し
て
搭
乗
員
の
養
成
も
急
が
れ
、
同
時
に
第
一
期

講
習
が
発
令
さ
れ
、
同
日
付
で
最
初
の
搭
乗
員
と
し
て
岩

佐
直
治
中
尉
と
秋
枝
三
郎
少
尉
が
甲
標
的
母
艦
「
千
代
田
」

の
乗
組
を
命
ぜ
ら
れ
、
工
廠
の
魚
雷
実
験
室
で
座
学
と
操

縦
訓
練
と
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
十
六
年
一
月
十
日
に
改
装
を
終
え
た
甲
標
的
母
艦

「
千
代
田
」
は
艦
隊
に
編
入
さ
れ
、
艦
長
原
田
覚
大
佐
は
、

こ
の
訓
練
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
、
二
月
よ
り
発
進
訓
練

な
ど
の
猛
訓
練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

四
月
に
は
第
二
期
講
習
員
と
し
て
士
官
十
人
、
下
士
官

十
二
人
が
「
千
代
田
」
に
着
任
、
呉
海
軍
航
空
隊
沖
合
の

鳥
小
島
を
基
地
と
し
て
座
学
、
机
上
演
習
が
工
廠
の
魚
雷

実
験
部
機
密
室
、
呉
海
軍
潜
水
学
校
で
も
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
五
月
よ
り
曳
船
「
呉
丸
」
に
よ

る
操
縦
訓
練
、
「
甲
標
的
」
の
操
縦
訓
練
が
愛
媛
県
三
机
湾

で
始
ま
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
訓
練
と
講
習
、
洋
上
襲
撃
訓
練
な
ど
が
行
わ

れ
て
き
た
の
で
す
が
、
九
月
に
「
甲
標
的
」
の
海
中
か
ら

揚
収
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
「
甲
標
的
港
湾
襲
撃
案
」
が

浮
上
し
、
山
本
連
合
艦
隊
司
令
長
官
は
真
珠
湾
攻
撃
に
使

用
す
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

す
で
に
「
甲
標
的
」
の
搭
乗
員
は
、
宿
毛
湾
北
方
の
平

城
湾
で
夜
間
碇
泊
艦
攻
撃
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、
連
合
艦

隊
旗
艦
「
長
門
」
艦
上
で
は
真
珠
湾
攻
撃
の
図
上
演
習
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

一
方
「
甲
標
的
」
の
制
式
採
用
と
量
産
の
た
め
倉
橋
島
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の
広
湾
に
面
す
る
大
浦
崎
に
「
Ｐ
基
地
」
と
称
さ
れ
た
量

産
・
整
備
・
訓
練
の
基
地
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。 

実
際
に
は
「
Ｐ
基
地
」
で
の
量
産
が
開
始
さ
れ
た
の
は

昭
和
十
七
年
の
秋
か
ら
で
し
た
。
「
甲
標
的
」
の
量
産
は
、

第
二
十
号
艇
ま
で
は
鳥
小
島
の
水
雷
部
軍
機
工
場
で
行
わ

れ
、
そ
れ
以
降
は
「
Ｐ
基
地
」
で
の
量
産
が
開
始
さ
れ
、

こ
の
「
Ｐ
基
地
」
で
は
搭
乗
員
の
教
育
・
訓
練
も
行
わ
れ
、

大
浦
崎
南
方
の
亀
ヶ
首
射
場
を
含
む
大
迫
地
区
に
は
、
水

陸
両
用
戦
車
「
特
二
式
内
火
艇
」
の
「
Ｑ
基
地
」
が
新
設

さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
倉
橋
島
東
部
一
帯
は
海
軍
秘
密
基
地

と
な
っ
た
の
で
す
。 

昭
和
十
九
年
七
月
、
今
ま
で
影
の
部
隊
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
「
特
潜
部
隊
」
は
「
第
一
特
別
基
地
隊
」
と
し
て

改
編
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
特
攻
作
戦
が
開
始
さ
れ
た
レ

イ
テ
沖
海
戦
で
水
上
艦
艇
部
隊
が
壊
滅
し
た
た
め
に
、
特

潜
部
隊
は
主
力
部
隊
と
し
て
整
備
さ
れ
、
本
土
決
戦
用
に

温
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
た
だ
沖
縄
に
は
制

式
兵
器
に
制
定
以
前
の
「
甲
標
的
丁
型
」
が
整
備
さ
れ
、

沖
縄
決
戦
に
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
甲
標
的
」
の
初
陣
は
ハ
ワ
イ
作
戦
で
す
。
ハ
ワ
イ
作

戦
が
終
わ
り
、
早
く
も
シ
ド
ニ
ー
、
デ
ィ
エ
ゴ
ス
ア
レ
ス

へ
の
第
二
次
攻
撃
隊
が
検
討
さ
れ
初
め
、
昭
和
十
七
年
に

は
、
こ
の
攻
撃
に
参
加
す
る
「
甲
標
的
」
九
機
が
空
圧
式

よ
り
油
圧
式
燥
舵
機
に
改
良
さ
れ
、
下
部
ハ
ッ
チ
と
水
中

聴
音
機
を
追
加
し
、
新
型
の
防
潜
網
切
断
機
が
新
設
さ
れ

て
い
ま
す
。 

実
際
に
搭
乗
員
は
艇
長
の
ほ
か
船
員
四
人
の
五
人
で
、

こ
の
組
合
わ
せ
を
我
々
は
「
縁
組
」
と
称
し
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
直
井
時
雄
海
軍
中
尉
を
艇
長
と
す
る
第
六
〇
五

号
艇
の
一
員
と
し
て
縁
組
さ
れ
、
寝
食
を
共
に
し
ま
し
た
。 

艇
は
玉
野
の
三
井
造
船
所
で
艤
装
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
造
船
所
の
一
隅
が
仕
切
ら
れ
て
特
に
標
的
の
建
造

に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
艇
員
た
ち
五
人
で
行
き
ま

す
と
す
で
に
整
備
員
の
手
に
よ
り
外
郭
は
出
来
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
宿
舎
は
高
級
社
員
用
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う

か
、
り
っ
ぱ
な
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
豪
華
な
部
屋
が
与
え
ら

れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
艤
装
の
建
物
へ
入
る
に
は
軍
令

部
の
許
可
証
が
必
要
で
、
出
入
口
は
四
十
セ
ン
チ
幅
ほ
ど
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の
も
の
で
衛
兵
が
二
人
立
哨
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
う
し
て
艇
が
完
成
し
ま
し
た
。
整
備
長
に
よ
る
耐
圧

試
験
を
終
え
、
玉
野
の
岸
壁
を
離
れ
ま
し
た
。
玉
野
で
の

艤
装
艇
は
数
隻
で
我
々
の
「
六
〇
五
」
と
市
原
艇
長
の
「
六

〇
六
」
の
数
字
が
艇
に
白
く
書
か
れ
、
菊
水
の
マ
ー
ク
が

描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
我
々
は
造
船
所
長
か
ら
贈
ら
れ
た

「
轟
沈
」
と
か
か
れ
た
日
の
丸
の
鉢
巻
き
を
し
め
て
、
五

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
白
い
マ
フ
ラ
ー
を
頸
に
巻
き
、
皮
の
手

袋
に
搭
乗
服
で
あ
る
飛
行
服
・
半
長
靴
を
履
き
、
操
舵
の

一
人
が
艇
内
に
い
る
だ
け
で
、
あ
と
は
艇
上
に
並
び
、
岸

壁
に
溢
れ
る
工
場
関
係
者
の
帽
を
振
っ
て
の
見
送
り
の
な

か
を
静
か
に
す
べ
り
だ
し
ま
し
た
。 

次
の
訓
練
基
地
は
小
豆
島
で
、
六
月
に
小
豆
島
か
ら
大

浦
に
回
航
す
る
と
、
直
ち
に
六
月
二
十
日
付
で
第
一
〇
二

突
撃
隊
付
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
艇
の
整
備
を
す

ま
せ
て
佐
伯
湾
の
松
浦
に
向
い
ま
し
た
。 

静
か
な
入
江
が
尽
き
る
と
こ
ろ
に
点
在
し
て
い
た
民
家

の
な
か
の
一
軒
の
家
が
本
部
で
し
た
。
我
々
は
艇
を
ブ
イ

に
繋
い
で
上
陸
、
本
部
に
行
く
と
、
広
い
土
間
の
つ
づ
き

に
天
井
の
高
い
涼
し
そ
う
な
畳
の
部
屋
が
あ
り
、
そ
の
床

柱
を
背
に
シ
ャ
ツ
姿
の
中
老
の
男
が
団
扇
を
使
い
な
が
ら

あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
人
が
第
一
〇
二
突
撃

隊
司
令
で
、
艇
長
が
「
直
井
中
尉
他
一
〇
二
突
撃
隊
付
を

命
ぜ
ら
れ
、
た
だ
今
着
任
し
ま
し
た
」
と
挨
拶
、
こ
う
し

て
第
一
〇
二
突
撃
隊
司
令
殿
塚
謹
三
大
佐
と
は
そ
の
後
終

戦
ま
で
寝
食
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
司

令
は
歴
戦
の
潜
水
艦
長
で
あ
っ
た
と
い
う
い
か
め
し
さ
は

な
く
、
温
厚
な
、
思
い
や
り
に
溢
れ
た
人
柄
の
司
令
で
大

声
で
怒
鳴
る
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
の
で
す
。 

松
浦
で
は
、
約
二
カ
月
間
「
水
の
子
灯
台
」
を
中
心
に

し
て
の
襲
撃
訓
練
ば
か
り
で
し
た
が
、
あ
る
日
、
午
前
の

訓
練
を
終
え
て
、
昼
食
後
の
休
憩
を
し
て
い
る
と
、
佐
伯

航
空
隊
に
敵
機
の
空
襲
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
き
た
戦

闘
機
が
松
浦
に
ま
で
機
銃
掃
射
を
浴
び
せ
て
来
ま
し
た
。 

標
的
を
沈
め
て
は
な
ら
ぬ
。
我
々
は
浜
に
走
り
出
し
通

船
に
飛
び
乗
り
ブ
イ
ま
で
必
死
に
漕
い
で
標
的
に
と
び
移

る
と
湾
口
へ
向
け
て
突
っ
走
り
、
急
速
潜
航
し
、
沈
座
し

て
時
を
待
ち
ま
し
た
。
海
底
に
落
ち
着
く
と
や
っ
と
ほ
っ
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と
し
、
艇
員
と
顔
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
が
敵
空
母
は
近
く

に
い
る
の
で
出
撃
の
日
も
近
い
と
思
い
ま
す
と
、
果
た
せ

る
か
な
「
急
ぎ
宿
毛
に
回
航
し
、
魚
雷
を
装
填
せ
よ
」
と

の
指
令
が
あ
っ
た
の
で
す
。 

こ
う
し
て
第
一
〇
二
突
撃
隊
本
部
は
宿
毛
に
移
り
、
同

時
に
大
浦
か
ら
別
の
艇
も
着
き
、
軍
医
長
、
主
計
長
以
下

の
兵
員
も
派
遣
さ
れ
、
宿
毛
湾
の
一
隅
、
深
浦
に
小
さ
い

基
地
隊
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
我
々
は
交
替
で

当
直
に
つ
き
、
出
撃
の
日
を
待
っ
た
の
で
す
。 

八
月
十
五
日
の
終
戦
の
日
に
は
、
直
井
艇
長
は
当
直
将

校
で
、
正
午
の
玉
音
放
送
十
五
分
前
に
集
合
の
こ
と
、
ラ

ジ
オ
の
整
備
を
さ
せ
る
等
の
手
筈
を
整
え
ま
し
た
。
そ
の

玉
音
放
送
が
終
わ
っ
て
、
司
令
は
「
別
命
あ
る
ま
で
待
機

せ
よ
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
本
部
に
は
沈
痛
な
空
気
が
漂

い
ま
し
た
が
、
い
き
り
た
つ
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

部
隊
は
解
散
し
、
大
浦
に
戻
る
最
後
の
航
海
は
イ
ル
カ

と
た
わ
む
れ
な
が
ら
の
ん
び
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

大
浦
に
つ
く
と
直
ぐ
魚
雷
を
抜
き
ま
し
た
。
そ
し
て
各
艇

を
呉
の
ド
ッ
ク
に
引
き
渡
せ
と
い
う
こ
と
で
私
た
ち
は
充

電
し
、
新
し
い
搭
乗
服
に
着
替
え
、
最
後
の
航
海
と
な
る

で
あ
ろ
う
音
戸
の
瀬
戸
に
向
い
ま
し
た
。 

こ
う
し
て
私
た
ち
の
標
的
乗
り
の
生
活
は
音
戸
の
瀬
戸

を
通
っ
た
日
か
ら
始
ま
り
、
そ
し
て
ま
た
、
音
戸
の
瀬
戸

で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。 

い
つ
も
の
よ
う
に
渦
を
ま
い
て
流
れ
て
い
る
潮
の
ど
真

ん
中
を
艇
は
滑
る
よ
う
に
走
り
抜
け
る
と
、
標
的
の
墓
場

が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
墓
場
と
言
う
に
ふ
さ
わ
し

く
、
小
さ
な
ド
ッ
ク
に
は
す
で
に
二
十
隻
ほ
ど
の
標
的
が

集
め
ら
れ
、
六
〇
五
号
は
そ
の
隙
間
へ
ゆ
っ
く
り
と
入
り
、

後
進
、
そ
し
て
次
の
「
停
止
」
の
号
令
を
も
っ
て
こ
の
艇

の
一
切
の
動
き
が
止
ま
っ
た
の
で
す
。 

 【
解 

 

説
】 

体
験
記
筆
者
は
、
昭
和
十
七
年
五
月
呉
海
兵
団
に
入
団
、

航
空
母
艦
「
瑞
鶴
」
に
乗
り
込
ん
で
第
二
次
ソ
ロ
モ
ン
海

戦
を
体
験
、
以
後
、
工
機
学
校
、
潜
水
学
校
を
卒
業
し
て

特
殊
潜
航
艇
（
甲
標
的
）
乗
組
員
と
な
っ
て
訓
練
を
受
け
、

終
戦
近
く
に
第
一
突
撃
隊
員
と
し
て
特
潜
基
地
・
宿
毛
に
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の
も
の
で
衛
兵
が
二
人
立
哨
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
う
し
て
艇
が
完
成
し
ま
し
た
。
整
備
長
に
よ
る
耐
圧

試
験
を
終
え
、
玉
野
の
岸
壁
を
離
れ
ま
し
た
。
玉
野
で
の

艤
装
艇
は
数
隻
で
我
々
の
「
六
〇
五
」
と
市
原
艇
長
の
「
六

〇
六
」
の
数
字
が
艇
に
白
く
書
か
れ
、
菊
水
の
マ
ー
ク
が

描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
我
々
は
造
船
所
長
か
ら
贈
ら
れ
た

「
轟
沈
」
と
か
か
れ
た
日
の
丸
の
鉢
巻
き
を
し
め
て
、
五

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
白
い
マ
フ
ラ
ー
を
頸
に
巻
き
、
皮
の
手

袋
に
搭
乗
服
で
あ
る
飛
行
服
・
半
長
靴
を
履
き
、
操
舵
の

一
人
が
艇
内
に
い
る
だ
け
で
、
あ
と
は
艇
上
に
並
び
、
岸

壁
に
溢
れ
る
工
場
関
係
者
の
帽
を
振
っ
て
の
見
送
り
の
な

か
を
静
か
に
す
べ
り
だ
し
ま
し
た
。 

次
の
訓
練
基
地
は
小
豆
島
で
、
六
月
に
小
豆
島
か
ら
大

浦
に
回
航
す
る
と
、
直
ち
に
六
月
二
十
日
付
で
第
一
〇
二

突
撃
隊
付
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
艇
の
整
備
を
す

ま
せ
て
佐
伯
湾
の
松
浦
に
向
い
ま
し
た
。 

静
か
な
入
江
が
尽
き
る
と
こ
ろ
に
点
在
し
て
い
た
民
家

の
な
か
の
一
軒
の
家
が
本
部
で
し
た
。
我
々
は
艇
を
ブ
イ

に
繋
い
で
上
陸
、
本
部
に
行
く
と
、
広
い
土
間
の
つ
づ
き

に
天
井
の
高
い
涼
し
そ
う
な
畳
の
部
屋
が
あ
り
、
そ
の
床

柱
を
背
に
シ
ャ
ツ
姿
の
中
老
の
男
が
団
扇
を
使
い
な
が
ら

あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
人
が
第
一
〇
二
突
撃

隊
司
令
で
、
艇
長
が
「
直
井
中
尉
他
一
〇
二
突
撃
隊
付
を

命
ぜ
ら
れ
、
た
だ
今
着
任
し
ま
し
た
」
と
挨
拶
、
こ
う
し

て
第
一
〇
二
突
撃
隊
司
令
殿
塚
謹
三
大
佐
と
は
そ
の
後
終

戦
ま
で
寝
食
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
司

令
は
歴
戦
の
潜
水
艦
長
で
あ
っ
た
と
い
う
い
か
め
し
さ
は

な
く
、
温
厚
な
、
思
い
や
り
に
溢
れ
た
人
柄
の
司
令
で
大

声
で
怒
鳴
る
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
の
で
す
。 

松
浦
で
は
、
約
二
カ
月
間
「
水
の
子
灯
台
」
を
中
心
に

し
て
の
襲
撃
訓
練
ば
か
り
で
し
た
が
、
あ
る
日
、
午
前
の

訓
練
を
終
え
て
、
昼
食
後
の
休
憩
を
し
て
い
る
と
、
佐
伯

航
空
隊
に
敵
機
の
空
襲
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
き
た
戦

闘
機
が
松
浦
に
ま
で
機
銃
掃
射
を
浴
び
せ
て
来
ま
し
た
。 

標
的
を
沈
め
て
は
な
ら
ぬ
。
我
々
は
浜
に
走
り
出
し
通

船
に
飛
び
乗
り
ブ
イ
ま
で
必
死
に
漕
い
で
標
的
に
と
び
移

る
と
湾
口
へ
向
け
て
突
っ
走
り
、
急
速
潜
航
し
、
沈
座
し

て
時
を
待
ち
ま
し
た
。
海
底
に
落
ち
着
く
と
や
っ
と
ほ
っ
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と
し
、
艇
員
と
顔
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
が
敵
空
母
は
近
く

に
い
る
の
で
出
撃
の
日
も
近
い
と
思
い
ま
す
と
、
果
た
せ

る
か
な
「
急
ぎ
宿
毛
に
回
航
し
、
魚
雷
を
装
填
せ
よ
」
と

の
指
令
が
あ
っ
た
の
で
す
。 

こ
う
し
て
第
一
〇
二
突
撃
隊
本
部
は
宿
毛
に
移
り
、
同

時
に
大
浦
か
ら
別
の
艇
も
着
き
、
軍
医
長
、
主
計
長
以
下

の
兵
員
も
派
遣
さ
れ
、
宿
毛
湾
の
一
隅
、
深
浦
に
小
さ
い

基
地
隊
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
我
々
は
交
替
で

当
直
に
つ
き
、
出
撃
の
日
を
待
っ
た
の
で
す
。 

八
月
十
五
日
の
終
戦
の
日
に
は
、
直
井
艇
長
は
当
直
将

校
で
、
正
午
の
玉
音
放
送
十
五
分
前
に
集
合
の
こ
と
、
ラ

ジ
オ
の
整
備
を
さ
せ
る
等
の
手
筈
を
整
え
ま
し
た
。
そ
の

玉
音
放
送
が
終
わ
っ
て
、
司
令
は
「
別
命
あ
る
ま
で
待
機

せ
よ
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
本
部
に
は
沈
痛
な
空
気
が
漂

い
ま
し
た
が
、
い
き
り
た
つ
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

部
隊
は
解
散
し
、
大
浦
に
戻
る
最
後
の
航
海
は
イ
ル
カ

と
た
わ
む
れ
な
が
ら
の
ん
び
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

大
浦
に
つ
く
と
直
ぐ
魚
雷
を
抜
き
ま
し
た
。
そ
し
て
各
艇

を
呉
の
ド
ッ
ク
に
引
き
渡
せ
と
い
う
こ
と
で
私
た
ち
は
充

電
し
、
新
し
い
搭
乗
服
に
着
替
え
、
最
後
の
航
海
と
な
る

で
あ
ろ
う
音
戸
の
瀬
戸
に
向
い
ま
し
た
。 

こ
う
し
て
私
た
ち
の
標
的
乗
り
の
生
活
は
音
戸
の
瀬
戸

を
通
っ
た
日
か
ら
始
ま
り
、
そ
し
て
ま
た
、
音
戸
の
瀬
戸

で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。 

い
つ
も
の
よ
う
に
渦
を
ま
い
て
流
れ
て
い
る
潮
の
ど
真

ん
中
を
艇
は
滑
る
よ
う
に
走
り
抜
け
る
と
、
標
的
の
墓
場

が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
墓
場
と
言
う
に
ふ
さ
わ
し

く
、
小
さ
な
ド
ッ
ク
に
は
す
で
に
二
十
隻
ほ
ど
の
標
的
が

集
め
ら
れ
、
六
〇
五
号
は
そ
の
隙
間
へ
ゆ
っ
く
り
と
入
り
、

後
進
、
そ
し
て
次
の
「
停
止
」
の
号
令
を
も
っ
て
こ
の
艇

の
一
切
の
動
き
が
止
ま
っ
た
の
で
す
。 

 【
解 

 

説
】 

体
験
記
筆
者
は
、
昭
和
十
七
年
五
月
呉
海
兵
団
に
入
団
、

航
空
母
艦
「
瑞
鶴
」
に
乗
り
込
ん
で
第
二
次
ソ
ロ
モ
ン
海

戦
を
体
験
、
以
後
、
工
機
学
校
、
潜
水
学
校
を
卒
業
し
て

特
殊
潜
航
艇
（
甲
標
的
）
乗
組
員
と
な
っ
て
訓
練
を
受
け
、

終
戦
近
く
に
第
一
突
撃
隊
員
と
し
て
特
潜
基
地
・
宿
毛
に



 

112 

あ
っ
て
終
戦
を
迎
え
る
。 

記
録
に
も
あ
る
よ
う
に
、
筆
者
は
予
備
学
生
出
身
の
直

井
中
尉
を
艇
長
と
す
る
六
〇
五
号
乗
り
組
み
と
な
り
、
艇

員
五
人
の
人
間
味
あ
る
結
束
の
下
で
、
特
攻
兵
器
と
も
い

わ
れ
た
特
殊
潜
航
艇
「
蛟
龍
」
で
の
訓
練
状
況
で
し
た
。 

直
井
時
雄
艇
長
の｢
九
桜
記｣

に
も
あ
る
よ
う
に
、
直
井

艇
長
が
四
人
の
艇
員
を
紹
介
す
る
中
で
、
最
も｢

頼
り
に
な

る
大
久
保
一
機
曹｣

と
記
し
て
あ
る
よ
う
に
、
解
説
取
材
に

伺
っ
た
折
の
、
そ
の
大
久
保
さ
ん
の
語
り
の
中
に
は
、
海

軍
兵
曹
と
し
て
鍛
え
抜
か
れ
た
最
も
頼
り
に
な
る
海
軍
下

士
官
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。 

現
在
、
筆
者
は
「
特
殊
潜
航
艇
水
蛟
会
事
務
局
長
」
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
真
珠
湾
攻
撃
に
始
ま
っ
た
特
殊

潜
航
艇
の
戦
果
と
艇
員
た
ち
の
顕
影
、
冥
福
を
祈
っ
て
お

ら
れ
る
と
い
う
。 

過
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
放
映
し
た
真
珠
湾
攻
撃
の
記
録
の
中

で
、
奇
襲
攻
撃
し
た
航
空
部
隊
の
戦
果
を
語
る
だ
け
で
は

事
実
に
反
し
て
い
る
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
抗
議
さ
れ
た
と
い
う
。 

「
真
珠
湾
攻
撃
は
特
殊
潜
航
艇
を
語
ら
な
く
て
は
事
実

で
は
な
い
。
五
つ
の
艇
に
十
人
の
勇
士
が
行
っ
て
い
る
」

と
強
調
さ
れ
た
姿
は
、
特
殊
潜
航
艇
と
い
う
限
ら
れ
た
空

間
で
訓
練
を
受
け
、
人
間
同
志
が
信
頼
し
合
っ
て
培
っ
た

闘
魂
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 

直
井
艇
長
の
書
か
れ
た
「
九
桜
記
」、
そ
の
他
数
冊
の
参

考
資
料
、
図
書
を
お
借
り
し
ま
し
た
が
、
今
も
っ
て
当
時

の
闘
魂
を
持
っ
て
戦
後
に
語
り
続
け
ら
れ
て
い
る
大
久
保

さ
ん
の
お
姿
が
ま
だ
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。 
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舞
鶴
鎮
守
府 

第
四
特
別
陸
戦
隊
の
足
跡 

石
川
県 

 

国 

分 

虎 

夫 
 
 

 

私
は
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
十
二
月
二
十
五
日
生
ま

れ
で
、
大
東
亜
戦
争
も
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
昭
和
八
（
一

九
三
三
）
年
五
月
一
日
、
志
願
兵
と
し
て
広
島
県
の
呉
海

兵
団
の
水
兵
科
に
入
団
し
ま
し
た
。 

入
団
の
こ
ろ
の
家
業
は
先
祖
伝
来
の
農
業
を
営
み
、
両

親
と
愛
知
県
の
小
学
校
教
員
を
し
て
い
た
長
男
、
そ
れ
に

小
学
生
の
妹
と
弟
の
六
人
家
族
で
し
た
。
そ
し
て
石
川
県

鳳
至
郡
鵜
川
村
の
瑞
穂
尋
常
高
等
小
学
校
の
高
等
科
を
卒

業
し
て
海
兵
団
に
入
団
し
た
の
で
す
が
、
海
軍
に
対
す
る

予
備
知
識
は
皆
無
で
し
た
の
で
、
入
団
し
て
後
に
受
け
る

教
科
の
す
べ
て
が
始
め
て
の
も
の
で
、
手
旗
信
号
、
遠
泳
、

オ
ー
ル
や
櫓
の
漕
法
な
訓
練
は
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
初

年
兵
教
育
の
六
カ
月
は
足
り
な
い
ほ
ど
に
思
い
ま
し
た
。 

六
カ
月
の
訓
練
を
終
わ
っ
て
か
ら
軍
艦
「
妙
高
」（
艦
隊

旗
艦
）
、
軍
艦
「
青
葉
」
（
艦
隊
旗
艦
）
な
ど
の
配
属
と
な

り
、
満
州
ハ
ル
ピ
ン
臨
時
海
軍
防
備
隊
、
つ
い
で
大
分
海

軍
航
空
隊
、
第
十
二
海
軍
航
空
隊
（
中
支
）
等
の
所
属
を

経
て
舞
鶴
第
四
特
別
陸
戦
隊
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
十
七
年
七
月
三
日
か
ら
ソ
ロ
モ
ン
群
島
の
ガ
タ
ル

カ
ナ
ル
島
の
中
央
北
側
の
ル
ン
ガ
河
右
岸
の
草
原
に
飛
行

場
を
作
る
こ
と
と
な
り
、
呉
三
特
は
八
〇
ミ
リ
高
角
砲
、

二
五
ミ
リ
及
び
一
三
ミ
リ
の
機
銃
を
据
え
つ
け
、
設
営
隊

は
桟
橋
、
通
信
関
係
の
発
信
所
、
受
信
所
、
発
電
所
並
び

に
炊
事
場
、
幕
舎
の
建
設
を
行
い
ま
し
た
。 

七
月
六
日
に
は
設
営
隊
の
主
力
、
門
前
大
佐
を
隊
長
と

し
て
約
二
千
五
百
七
十
人
が
上
陸
、
待
避
壕
や
地
下
弾
薬

庫
、
附
属
設
備
の
建
設
に
昼
夜
休
む
こ
と
な
く
二
交
代
で

の
突
貫
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
ス
コ
ッ
プ
、
ツ
ル
ハ
シ
、

リ
ア
カ
ー
で
の
工
事
で
、
隊
員
の
中
に
は
服
役
中
の
者
も

含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
七
月
七
日
ご
ろ
か
ら
毎
日
、

米
軍
の
大
型
機
が
高
度
で
飛
来
し
ま
す
の
で
滑
走
路
は
椰

子
の
葉
で
隠
蔽
し
て
作
業
を
中
止
す
る
な
ど
困
難
な
工
事

で
し
た
。 

八
月
四
日
に
は
第
一
期
工
事
が
完
成
し
、
幅
六
十
メ
ー




